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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・3月10日の献立内容の変更があります。（昼食　桜大根→オレンジ　夕食　
オレンジ→桜大根）

・小坂Dｒの診察について、現在南病棟で定期的に診察する患者様はいません。西病

棟で1人いますが、不定期です。西病棟へ連絡し確認していきましょう。

・医療安全情報の広報がされています。「持参薬の不十分な確認」「看護記録の改
ざんで看護師逮捕」についてです。周知し、十分な注意をしていきましょう。

・灯油用ポンプ壊れてもれていますので使用時は注意してください。また、破損し

ている事について庶務チームスタッフへ伝えています。

・日常生活支援からスタッフ付き添いの買い物について患者様から新たな要望があ

　った為、3月11日のリハビリテーションプログラム（身辺整理）の際に希望を取

ります。また、日常生活支援評価表の総括の書き方について、より具体的にどう

介入するか援助の必要な項目毎に記載してください。また、総括をケアプランに

反映させるようにしていきましょう。

・オンコール変更あります。

3月8日（月）東SGM→市島SGM
9日（火）市島SGM→東SGM

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　康子様～鼻汁が続いている事から主治医よりPL（総合感冒薬）3.0　3×ndE 2日分継続処方となっています。感冒症状の観察をしていきましょう。

＜週間予定＞

3月8日（月）　BMI測定

9日（火）　症例検討会議

      　　　寝具交換（布団）

田名部Dr診察（16:00～）

10日（水）　嗜好調査（13:00～）

11日（木）　皮膚科

12日（金）　食事サービス委員会　（三浦Ns、4月は赤坂CW）

　　　    　　　モップ出し

　　　    　　　歯科（駒木様、三上様、大上様、滝澤様）

13日（土）　君島Drサインもらい忘れずに

14日（日）　12月カルテはずし

＜リハビリテーションプログラム　アンケートフィードバック＞

先日行ったアンケートについて結果をもとに話し合いをしています。

・“スタッフの意見の中にゲームの内容が分からないスタッフがいた”とあったが、

意味が分からず参加しているのであればついている意味がありません。

　事前に確認するなど対処していく。

・“私語をしている”とあったが、スタッフ同士で注意喚起していく。

・病棟間のスタッフでの協力ができていないので協力し合う様にしていく。

・“リーダーは看護がするべき”とあるが、介護も進行しても問題はない。進んで進

行しましょう。

＜要注目患者様＞

・江刺家　陽輝様～本日外泊より帰院される。母からは、掃除は手伝ったが、片付け方が分からず動けなかったとの事。また、母自身は、一緒にいるとお互いにストレスが大きいと回答してきている。

　　　　　　　　　本人も活気なく、暗く沈んだ印象。忘薬はない。

　　　　　　　　　外泊について楽しかったけど母に「あんたに関わりたくない」と言われた事、避けられていると感じた事、外泊中幻聴あり、「鈴の音が聞こえた」という。

　　　　　　　　　母様は、本人にどうなって欲しいのか、何を求めているのか、確認してみましょう。また、本人は、年齢や障害を考えると他者に注目してもらいたいと感じ取れます。自傷行為へ至らなかった事は評価していきます。病棟においても所在の確認、衝動行為に注意し観察して行きましょう。

・菊地　明子様～動こうと思っているが動けない状態と話されています。本日は洗面し、食事は、朝食は牛乳のみ、昼食は半分以上摂取出来ています。スタッフ付き添いにてプログラムに15分参加、作業は30分参加出来ています。強引に誘導しようとはせず、一日一つでもいい事声掛けしていきましょう。依存的とならない様適度に距離を保ち、支持的にかかわるようにしましょう。
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　　　　　　担当業務：日常生活支援　
                        報告者 ：松橋　直子　

　　　　　　　　　担当者 ：松橋　直子

　　　　　　　　　　　　　　　水上　由佳子

　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　佐智子　
【報告内容】

	目的
	精神症状を抱えながらもより社会に近い生活を営む為に問題となる部分を評価管理していく。また、日常生活指導を評価対象となる項目を検討し、企画、運用できるよう体系化していく必要がある。


	目標
	6月頃までにリハビリテーションプログラム（各病棟で行なうか

今までのようにＡ、Ｂグループに分けて行なうかにより検討要す

る）及びナイトプログラム、の事業内容に併せ、日常生活指導の

評価管理・指導者の選択・導入をしていく。

	主要業務
	日常生活指導の評価管理・指導者の選択・導入

治療の必要な部分、患者様のできる部分できない部分を能力評価し、個々に合わせ、ナイトプログラムなどを活用し、指導していく。

	年間業務
	8月：身辺整理、洗濯、整容、入浴、金銭管理、安全管理、社会資源の利用（障害者手帳によるバスの利用など）、余暇の過ごし方などについての評価表と個人記録用紙を作成した。7月27日決裁おりる。

南病棟グループ以外の病棟でも使用できるよう検討した。

9月～毎月：8月よりスタッフ、患者様への説明、運用することができた。9月より本格的に導入していく。南病棟グループ以外の病棟でも使用できる評価表として運用できた。

9月：日常生活指導の評価管理、指導者の選択、導入

11月：金銭管理、日常生活支援能力評価表の準備、年間表確認、評価表振り分けなど担当の役割分担、整備、内容検討、スケジュール作成、実施。

その他毎月：銭決算報告の管理（患者　様に実施していただく）をした。決算処理していないスタッフがいた為、声かけを行った。日常生活支援能力評価表活用を勧め、実施開始した所。スタッフより質問や意見があがったことに随時、カンファレンスにて検討してきた。

10月～3月末：各患者様の日常生活の問題点を抽出し、ナイトプログラムやＳＳＴへ反映させることには今後の課題となった。



	結果・考察

目標の評価表作成・活用について、病棟以外にも活用、軌道にのせる事が出来たことは評価できると考える。担当者で協力できたことも評価できる。今後、評価を更に援助に生かすことが出来るようSST、ナイトプログラム小グループとも連携をとった患者様へのアプローチが求められる。
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　　　　　　担当業務：家族支援　
                        報告者 ：中野　円香　

　　　　　　　担当者 ：中野　円香

　　　　　　　　　　　 松橋　直子

【報告内容】

	目的
	・現在の患者様の病状や日常生活状況等について説明し、患者様について理解して頂く。

・ご家族との関わりを持つ事も治療の一貫であり、効果的である事を説明し、理解して頂く。

	目標
	・ご家族への面会等の介入と継続治療参加への介入。

・面会回数の増加。

・ご家族が話しやすい、相談しやすい環境作り。

・患者様・ご家族・スタッフとの連携を図る。

	主要業務
	・家族教室実施（7月、9月、11月、2月）

・疎遠家族･･･毎月の面会状況を把握し、3ヶ月疎遠の家族へ面会

を促すよう、受け持ちへ情報提供する。

　　　　　　外出・泊状況の把握、管理。

　　　　　　カンファレンスにて、面会状況等について情報提供

をする。

	年間業務
	＜家族教室＞

　家族教室実施の1ヶ月前から、カンファレンスにて、家族教室対象となるご家族を検討。受け持ちスタッフを通して電話連絡や面会時等に参加の必要性を説明し参加促しをしていく。

　了承後は、企画内容に沿って対応していく。

＜疎遠家族＞

・毎月の面会状況を把握（月末に）。面会状況表にて管理。

・3ヶ月面会のない疎遠家族へ面会の促し。受け持ちスタッフを通して促しをしていく。

・7月、盆の外出・外泊の促し（外出泊チェック表作成し管理）

・12月、正月外出・外泊の促し（外出泊チェック表作成し管理）

・10月上旬、3月上旬に家族の面会状況、外出・泊状況評価。

・ご家族の面会時や外出・泊時、電話連絡等で、年に一回は全家族に主治医との面談を設定し、実施していく。

	結果


	＜家族教室＞

・7月7日実施。小坂　君子様のご家族（兄、姉2人）が参加。

　今後についてどう対応していけば良いのかとの相談あり。

　主治医面談や病棟スタッフ、SWへの相談を勧めている。

＜疎遠家族＞

・1年疎遠3名、3ヶ月疎遠4名を解消させ、現在、疎遠家族なし。

・緊急連絡先の確認。34名確認済み。1名保護者なし。

・盆外出12名、泊8名、正月外出9名、泊8名。

・3ヶ月疎遠者への面会依頼の促し。受け持ちスタッフを通し、遅延なくできている。

・3ヶ月疎遠を対象（6名）に暑中見舞いを送付。全患者様面会、外出泊の返答があった。

全患者様対象（31名）に年賀状投函を実施し、宅急便が届くという返信があった。

・次年度への課題として、3ヶ月疎遠者への手紙送付の際、往復はがきを使用し、返信しやすいよう、対策が必要。

・面会条件の指定があるご家族への面会依頼は、面会条件を考慮した依頼が必要。（半年に1回の面会など）

＜ご家族への疾病教育＞

・10月より開始。病気や症状、ご家族の対応等の教育を行い理解と協力を得る事、また、ご家族の抱えている不安を聞き、不安の軽減を図る事を目的とする。

「結果」

・33名中、21名実施。（4名転入、3名転出含め）

・病気や症状への理解と協力をして頂き、参考となった、患者様への対応方法を変えるなどの意見を頂いた。不安や話しにくい事等も話して頂き、今後の患者様・ご家族への対応について情報共有、対応の統一を図る事ができた。

・疾病教育を行い、患者様への対応方法に不安を抱えるご家族が多かった。再度、疾病教育を希望するご家族もいた。

・次年度に向け、ご家族への疾病教育を継続する必要性があると思われる。




















































